
日医発第563号（保126）

平成24年9月5日

都道府県医師会長　殿

日本医師会長
　　横　倉　義　武

使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正について

　平成24年8月28日付け厚生労働省告示第487号をもって薬価基準の一部が

改正され、告示の日から適用されました。今回の改正は、薬事法の規定に基づ

き承認を得た新医薬品（6成分10品目）を薬価基準の別表に第12部追補（8）と

して収載したものであります。

　また、同日付け保医発0828第1号厚生労働省保険局医療課長通知により、今

回の新医薬品の薬価基準収載に伴う留意事項が下記のとおり示されております。

　つきましては、今回の改正内容について貴会会員に周知くださるようお願い

申し上げます。なお、本件につきましては、日本医師会雑誌11月号に掲載を予

定しております。

　なお、今回、薬価基準に収載されたアキシチニブ（インライタ錠1mg及び同

5mg）に関連して、D　P　C対象病院における費用の額の算定方法が一部改正され

ておりますが、詳細については平成24年9月6日付け（保129）をご参照くだ

さい。

記

薬価基準の一部改正に伴う留意事項について

レキップCR錠2mg及び同8mg
ロピニロール塩酸塩製剤のパーキンソン病患者への使用に当たっては、原則

としてロピニロール塩酸塩徐放性製剤（本製剤）を使用すること。



（添付資料）

1．官報（平24．8．28　第5873号抜粋）

2．使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正について

　　（平24．8．28保医発0828第1号　厚生労働省保険局医療課長通知）

（参　考）

1．薬価基準収載希望品目一覧表（薬効分類別）新医薬品
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ず
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し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す

　
　
　
（
口
木
偶
書
簡
）

　
本
人
臣
け
、
更
に
、
前
記
の
f
解
を
ヨ
ル
ダ
ン
●
ハ
シ
エ
ミ
ツ
ト
王
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
閣

下
の
書
簡
及
ぴ
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
も

の
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
、

　
本
大
一
は
、
以
ト
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
弔
ね
て
閣
ド
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
．

　
　
二
千
一
．
一
年
八
月
十
四
口
に
ア
ン
マ
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
エ
ミ
ツ
ト
下
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
●
国
際
協
力
大
臣
　
ジ
ヤ
ア
フ
ァ
ル
●
ア
ベ
ッ
ド
・
ハ
ッ
サ
ン

　
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
f
国
駐
在

　
　
　
日
本
国
特
命
全
権
大
使
　
小
菅
淳
．
閣
下

O
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号

　
次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
、
一
十
四
年
八
目
八
目
を
期
限
と
し
て
返
納
す
る
よ

う
命
じ
た
が
、
同
期
限
主
で
に
返
納
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
同
法
第
一
八
条
第
．
項
第
ヒ
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
左
記

冒
頭
に
記
載
の
失
効
年
月
日
に
効
力
を
失
っ
た
．

　
　
平
成
一
．
卜
四
年
八
月
．
．
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
玄
集
光
、
郎

　
　
　
冷
演
惑
こ
　
m
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
書
と
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
菜
　
聯
　
晒
　
｝
｝

、
5
．
罐
、
o
c
脳
㏄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
O
o
。
．
¢
　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
≦
㏄
邑
＄
α
錺

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
八
十
七
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
一
．
1
午
厚
生
労
働
省
告
．
不
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
某
づ
き
、
使
用
薬
剤
の
薬
価
薬

価
基
準
×
平
成
一
．
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
・
ゲ
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
ニ
レ
四
年
八
月
、
．
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
別
表
に
第
1
2
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰
に
讐
　
　
　
　
昌
　
　
　
　
喜
　
　
　
　
〔
o
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Σ
　
　
　
　
　
　
主
　
　
　
　
　
　
溢

　
　
　
　
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
埜
　
　
　
　
　
　
　
藩
　
　
座
　
　
母
　
　
蒔
　
　
　
矯
　
　
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ

　
　
　
　
　
　
（
つ
）

へ
V
．
想
へ
黛
蕪
H
亮

へ
V
瞭
へ
☆
蒸
α
晃

　
　
　
　
（
ヰ
）

“
刈
、
噸
＞
黙
旨
震

　
　
　
　
（
口
）

口
、
マ
λ
受
7
藩
誤
長

　
　
　
　
（
d
）

津
箭
亡
縄
鼎
口
O
ヨ
胆

　
　
　
　
（
き
）

マ
華
受
く
O
一
（
灘
N
晃

マ
モ
受
刈
．
（
U
犀
黙
Z
農

ご
一
酉
薫

望
長
一
灘

翫
塁
H
賄

翫
轟
一
難

に
O
ヨ
普
灘

卜。

{
一
潔

鉱
ヨ
覧
黒

鈍
O
¢
9
に
O

¢
●
¢
謹
」
¢

H
U
g
U
¢

嵩
C
ひ
C

国
ミ
萄
O

旨
o
o
。
き

置
目
」
Q
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ニー
口口

　
　
　
　
（
臼
）

域
斗
く
貸
メ
海
嶺
許
註
㏄
O
晃

域
外
受
☆
＼
漆
7
群
注
意
O
轟

垂

や孚

歯黄

　
　
　
　
（
蹴
）

等
一
華
特
＼
㊤
義
気
一
儒
p
・
／
へ
頑
1
に
。
。
澤
＞

…注

　
　
浜

荘
　
　
畜
　
　
樟
　
　
濤

　
　
　
　
　
o
。
O
ヨ
三
養

　
　
　
　
　
旨
O
ヨ
σ
〇
目
糞

　
　
磁

壁
　
　
畜
　
　
一
嵩
　
　
爵

N
認
亮
一
塁
受
7
（
O
養
）

　　規

三首

器
一
＄
ω

国
¢
レ
ロ
O

鵜
　
　
自

　
三

ピ
ま
⊂
．
O
O

　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ

　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
払
（
平
成
二
卜
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
九
f
三
・
ゲ
）
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
人
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療

養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
第
↓
項
第
κ
・
ゲ
の
幌
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
（
平
成
一
．
十

四
年
厚
生
労
働
省
告
、
小
第
百
四
一
・
ゲ
）
の
、
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
、

　
　
平
成
一
．
十
四
年
八
月
、
、
一
八
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〔）

n
O
O
＞
肇
零
6
肇

こ
①
C
こ
＞
〆
る
『
医
¢
客

oo

g
ヌ
い
車
p
種
こ
Y
域
隠
詩
（
．
ト
繋
濤
取
一
一
気
）
蕩
專
疫
詞
六
赫
τ
＾
卍
毒
蛇
耳
聾
諦
X
奔
注
聚
〔
雨
気
壁
「
㏄
話
“
エ
一
♪
湊
磯
薙
轡
“
熟
懇
¢
溶
s
註
蔚
召
セ
ン
塁
e
蕊
震
声
吝
§
酷
×
暮
露
油
気
葭
墨
田
○
τ
＾
鼻
罷
裏
罫
淋
嵐
）
亘
緊
群
青
索
変
室
）
互
荒
野
）

C
①
0
5
～
～
メ
零
ニ
ン

〔〕

n
O
Q
＞
探
O
穿
一
山
美

8
0
0
＞
γ
益
¢
医
O
k

こ
O
O
こ
＞
姿
O
㊤
医
7

笛
㎝

、
￥
く
7
口
儒
Σ
些
挽
型
誉
野
宴
．
．
藁
遵
漸
一
』
q
）
藝
馨
濤
盤
9
き
・
＾
卍
毒
供
き
葎
藍
邸
X
奔
薄
聖
、
享
蕗
辱
α
藷
全
戸
溢
翠
願
書
蕪
繁
こ
懇
♀
謡
壁
鼻
雫
ン
深
芦
典
謎
儀
雪
持
喜
謙
×
豪
＆
知
s
績
圃
π
o
T
＾
勢
鍵
儲
蓄
覚
）
気
）
〔
自
彊
貸
）
a
黙
ぴ
（
嵐
）
真
矯
貸
）

H
O
O
ま
O
菱
蔭
菱
髪

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
八
十
九
号

　
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
長
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
九
卜
三
邑
別
表
1
7
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
4
労
働
大
臣
が
定
め
る
傷
病
名
、
手
術
、
処
置
等
及
び
副
傷

病
名
〔
平
成
．
｝
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
f
五
・
ゲ
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

　
　
平
成
一
．
十
四
年
八
月
．
、
f
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
小
宮
山
洋
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
鍬
C
ヨ
D
虫
1
1
旦
こ
V
坑
騨
H
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
□
こ
ト
メ
《
q
q
H
一
覧
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
》
、
マ
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
勝
C
…
メ
μ
¶
一
旦
一
」
V
嫉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ロ
一
」
ト
メ
一
《
Ψ
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
▽
㌔
マ
躍
」
判
者
Ψ
¶

　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
ノ

　
表
の
5
0
か
ら
5
1
ま
で
の
項
中

　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

国　
　
　
　
　
に
改
め
る

O
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
二
十
八
号

　
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
一
、
十
五
年
法
律
第
百
七
卜
五
号
）
第
圧
条

に
お
い
て
準
用
ナ
る
同
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
生
産
情
報
公
表
農
産
物
の
日
本
農
休
規
格
〔
平
成
レ

ヒ
臼
六
旦
．
．
軒
口
農
林
水
産
省
告
示
第
丁
百
八
十
．
一
号
）

を
確
認
し
た
の
で
、
同
法
第
十
一
条
第
一
．
項
の
規
定
に
阜

づ
き
公
示
す
る

　
平
成
．
r
四
千
八
月
．
一
一
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
郡
司
　
　
彰

O
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
二
十
九
号

　
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
．
、
十
石
午
農
休
省
令
第
六
十
．
、

号
）
第
．
．
一
九
条
第
二
項
（
同
令
第
五
一
五
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
、
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
牛
産
情
報

公
表
農
産
物
に
つ
い
て
の
生
産
行
程
管
理
者
の
認
定
の
技

術
的
基
準
（
平
成
十
ヒ
色
ヒ
月
、
．
卜
九
日
農
林
水
産
省
告

示
第
f
．
、
百
五
一
八
号
）
の
、
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る　
平
成
．
、
一
四
午
へ
月
．
一
1
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
郡
司
　
　
彰

（「

氓
ﾌ
よ
う
一
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
休

水
産
省
消
費
・
安
全
局
表
．
小
．
規
格
課
、
地
方
農
政
局
及

び
地
方
農
政
局
の
地
域
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所

及
び
北
海
道
農
政
事
務
所
の
地
域
セ
ン
タ
ー
、
内
閣
府
沖

縄
総
合
事
務
局
並
び
に
都
道
府
県
庁
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
，
）

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
告
．
不
の
施
行
の
際
現
に
農
休
物
資
の
規
格
化
及
び

品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
〔
昭
和
、
一
十
五
年
法

律
第
百
七
一
五
・
げ
）
第
十
四
条
第
一
．
項
の
認
定
を
受
け
て

い
る
農
林
物
資
の
生
産
行
程
管
理
者
（
同
項
に
規
定
す
る

生
産
行
程
管
理
者
を
い
う
、
）
及
び
同
法
第
十
九
条
の
＝
、
第

．
｝
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
農
林
物
資
の
外
国
生
産
行
程

管
理
者
（
同
法
第
十
ヒ
条
の
二
第
一
項
第
、
一
号
に
規
定
す

る
外
国
生
産
行
程
管
理
者
を
い
う
，
）
は
、
こ
の
告
．
小
に
よ

る
改
正
後
の
生
産
情
報
公
表
農
産
物
に
つ
い
て
の
生
産
行

稚
管
理
者
の
認
定
の
技
術
的
基
準
の
、
あ
4
の
曲
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
．
】
一
石
年
一
月
、
．
一
十
．
掴
ま
で
の

間
は
、
苦
情
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
内
部
規
程

を
具
体
的
か
っ
体
系
的
に
整
備
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
．

O
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
百
三
十
号

　
農
林
物
資
の
規
格
化
及
ぴ
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
〔
昭
和
一
．
十
五
年
農
林
省
合
第
六
十
．
一

号
）
第
．
．
一
十
三
条
（
同
舎
第
五
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
産
情
報
公
表
農

産
物
に
つ
い
て
の
小
分
け
業
者
の
認
定
の
技
術
的
基
準

〔
平
成
ー
ヒ
年
ヒ
月
一
．
十
九
口
農
林
水
産
省
告
示
第
千
．
一

百
五
十
九
号
）
の
．
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
，

　
平
成
．
一
十
四
年
八
月
一
．
1
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
人
臣
　
郡
司
　
　
彰

〔｛

氓
ﾌ
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
消
費
．
安
全
局
表
示
．
規
格
課
、
地
方
農
政
局
及

び
地
方
農
政
局
の
地
域
セ
ン
タ
ー
、
北
海
道
農
政
事
務
所

及
び
北
海
道
農
政
事
務
所
の
地
域
セ
ン
タ
：
、
内
閣
府
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使用薬剤の薬価（薬価基準）の一部改正について

　「使用薬剤の薬価（薬価基準）」（平成20年厚生労働省告示第60号。以下「薬価基準」
という。）については、平成24年厚生労働省告示第487号をもって改正され、・同日付で適
用されたところですが、その概要は下記のとおりですので、貴管下の保険医療機関、審
査支払機関等に対して周知徹底をお願いします。

記

1　薬価基準の一部改正について
　（1）　薬事法（昭和35年法律第145号）の規定に基づき製造販売承認され、薬価基準へ
　　の収載希望があった新医薬品（内用薬7品目、注射薬2品目及び外用薬1品目）
　　について、薬価基準の別表に収載したものであること。

（2）　（1）により薬価基準の別表に収載されている全医薬品の品目数は、次のとおりで

　あること。

区　分 内　用　薬 注射薬 外用　薬 歯科用薬剤 計

品目数 9，　127 3，908 2，477 27 151539

2　薬価基準の一部改正に伴う留意事項について
　　　レキップCR錠2mg及び同8mg
　　　　ロピニロール塩酸塩製剤のパーキンソン病患者への使用に当たっては、原則と
　　．してロピニロール塩酸塩徐放性製剤（本製剤）を使用すること。



（参考）

N・ 薬価基準名 成分名 規格単位 薬価（円）

1 内用薬 インライタ錠1mg アキシチニグ 1mg1錠 2，006．20

2 内用薬 インライタ錠5mg アキシチニブ’」 5mg1錠 9，094．40

3 内用薬 ケアラム錠25mg　’ イグラチモド 25mg1錠 150．50

4 内用薬 コルベット錠25mg イグラチモド 25mg1錠 150．50

5 内用薬 テネリア錠20mg テネリグリプチン臭化水素酸塩水和物 20mg1錠 207．70

6 内用薬 レキップCR錠2mg ．ロピニロール塩酸塩 2㎎1錠 273．60

7 内用薬
レキップCR錠8mg　一 ロピニロール塩酸壇 8mg1錠 941．40

8 注射薬 ゴナックス皮下注用80mg デガレリクス酢酸塩 80mg1瓶 23，693

9 注鮒薬 ゴナックス皮下注用120mg
デガレリクヌ酢酸塩 120mg1瓶 29，126

10 外用薬 オ」キシス9μgタ「ビュヘイラー28吸入 ホルモテロールフマル酸塩水和物 252μg1キット（9，μg） 1，660．OQ

薬価基準告示



（参　考）

　　　　薬価基準収載品目一覧表（薬効分類別）新医薬品

〔内用薬〕

1

効
類

薬
分

内116

銘柄名（会社名）

レキップCR錠2mg
レキップCR錠8mg
（グラクソ・スミスク

ライン）

規格単位

2mg1錠
8mg1錠

成分名

ロピニロール塩
酸塩

用　法　　・　用　量

通常、成人にはロピニロールと
して1日1回2mgから始め、2週目
に4mg／日とする。以後経過観察
しながら、必要に応じ、2mg／日
ずつ1週間以上の間隔で増量す

る。いずれの投与量の場合も1日1回経口投与する。
　なお、年齢、症状により適宜増減するが、ロピニロールとして1日量16mgを超えない
こととする。

（効能・効果）

パーキンソン病

2

効
類

薬
分

内396

銘柄名（会社名）

テネリア錠20mg
（田辺三菱製薬）

規格単位

20mg1錠

成分名

テネリグリプチ
ン臭化水素酸塩
水和物

用　法　　・　用　量

通常、成人にはテネリグリプチ
ンとして20mgを1日1回経口投与
する。

なお、効果不十分な場合には、

経過を十分に観察しながら40mg1日1回に増量することができる。

（効能・効果）

2型糖尿病
ただし、下記のいずれかの治療で十分な効果が得られない場合に限る。
①食事療法、運動療法のみ
②食事療法、運動療法に加えてスルホニルウレア系薬剤を使用
③食事療法、運動療法に加えてチアゾリジン系薬剤を使用

3

薬効

ｪ類
銘柄名（会社名） 規格単位 成分名 用　法　　・　用　量

内399 コルベット錠25mg 25mg1錠 イグラチモド 通常、成人にはイグラチモドと
（富山化学工業） して、1回25mgを1日1回朝食後

ケアラム錠25mg 25mg1錠 に4週間以上経口投与し、それ
（エーザイ） 以降、1回25mgを1日2回（朝食

後、夕食後）に増量する。

（効能・効果）

関節リウマチ

1



4

薬効

ｪ類
銘柄名（会社名） 規格単位 成分名 用　法　　・　用　量

内429 インライタ錠1mg 1mg1錠 アキシチニブ 通常、成人にはアキシチニブと
インライタ錠5mg 5mg1錠 して1回5mgを1日2回経口投与す
（ファイザー） る。なお、患者の状態により適

宜増減するが、1回10mg1日2回
まで増量できる。

（効能・効果）

根治切除不能又は転移性の腎細胞癌

〔注射薬〕

5

効
類

葉
分

注249

銘柄名（会社名）

ゴナックス皮下注用

80mg
ゴナックス皮下注用
120mg
（アステラス製薬）

規格単位

80mg1瓶

120mg1瓶

成分名

デガレリクス酢
酸塩

用　法　　・　用　量

通常、成人にはデガレリクスと
して、初回は240mgを1カ所あた
り120mgずつ腹部2カ所に皮下投
与する。2回目以降は、初回投
与4週間後より、デガレリクス
として80mgを維持用量とし、腹

部1カ所に皮下投与し、4週間間隔で投与を繰り返す。
初回投与：1カ所あたり、本剤120mgバイアルに日本薬局方注射用水3．OmLを注入し、溶
　　　　　解後速やかに3．OmLを皮下投与する。（3．OmLで溶解することにより、
　　　　　40mg／mしとなる。）

2回目以降：本剤80mgバイアルに日本薬局方注射用水4．2mLを注入し、溶解後速やかに
　　　　　4．OmLを皮下投与する。（4．2mしで溶解することにより、20mg／mしとなる。）

（効能・効果）

前立腺癌

〔外用薬〕

6

効
類

葉
分

外225

銘柄名（会社名）

オーキシス9μgター
ビュヘイラー28吸入
（アストラゼネカ）

規格単位

9μ928吸入1
キット

成分名

ホルモテロール
フマル酸塩水和
物

用　法　　・　用　量

通常、成人には1回1吸入（ホル
モテロールフマル酸塩水和物と
して9μg）を1日2回吸入投与
する。

（効能・効果）

慢性閉塞性肺疾患（慢性気管支炎、肺気腫）の気道閉塞性障害に基づく諸症状の緩解

2


